
玉川ホーム園長　　猪腰　久子

シェイクを飲んで一休み
急
い
で
着
替
え
て
～

楽しくケアビクス！

かんなづき

　10月3日水曜日、今年度百歳を迎えられた齋須賀子様、

安齋タイ様、間もなく迎えられる金子コト様、長谷川ハツ

様に、内閣総理大臣賀寿が贈呈されました。

　賀寿状と記念品の銀杯を受け取られた皆さんの表情は、

とても晴れやかでした。

　皆さん、これからもお元気にお過ごしください。

　　　　　　　　　澄みきった青空や、まわりの山々が日ごとに赤や黄色に彩りをまし、秋の深まりを感

　　　　　　　　じる頃になりました。

　玉川ホームは、昭和５３年１１月１日に開設いたしまして、ご家族の皆様や地域の方々に支えられ３４

周年を迎えることができます。たくさんの皆様に深く感謝申し上げます。今後も、利用者の皆様方が笑顔

で楽しく生活し、安心と安全な質の高いサービスの提供に努めてまいりますので、ご指導ご鞭撻をお願い

いたします。

　また、今年度の重点事業プラン、介護サービスの向上に努めるために「福祉サービス第三者評価」を受

審しております。ご家族様にアンケートの協力を送らさせていただきましたが、ご面倒でも返送方よろし

くお願いいたします。
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　10月16日火曜日、ザベリオ学園中学校の3年生が来

園されました。

　生徒さんが合唱を披露すると、利用者の皆さんは｢皆上

手だね。｣と、優しく声をかけていました。また、｢もみ

じ｣や｢故郷｣等、懐かしい歌を一緒に歌ったり、折り紙で

作品を作ったりして、楽しい時間を過ごしました。

＊ 紅白玉入れ合戦 ＊ ☆ 着せ替えリレー ☆
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　10月17日水曜日、南棟花グループで運動会が行

われました。玉入れ合戦や着せ替えリレーは接戦に

なり、応援の声にも熱がこもっていました。

　皆さん、｢すごく楽しかった！｣｢今度は、何の競技

が良いかな。｣とお話され、今から次回を楽しみにし

ているようです。
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１日・ １５日（木） 書道クラブ

　去る10月10日水曜日に開催さ

れた自衛消防操法大会に、星弘子

主任看護師、佐々木克明介護員、

杉浦理恵介護員が出場し、見事優

秀賞を受賞しました。

　今後も、安心・安全な施設運営

に努めてまいります。 １４日（水）

　10月4日木曜日、インド

の民族楽器｢シタール｣の世界

的奏者である、キショール・

ゴーシュさんのコンサートを

鑑賞し、初めて聞く美しい音

色に、皆さん癒されていまし

た。

　10月12日金曜日の昼食

は、選べる献立でした。

　南棟の皆さんには、秋を

感じられる｢栗ごはん」か

「月見ソバ」のどちらかお

好きな方を選んでいただき

ました。

誕生会

　インフルエンザが流行しやすい時季になりま

した。職員一同、こまめなうがい・手洗い、手

指消毒を励行し、予防接種を積極的に受ける

等、利用者の皆さんへの感染予防に努めてまい

ります。（ Ｙ・Ｆ ）

７日・ ２８日（水） ドライブ・ショッピング

　当ホームでは、サービスの質の向上を目指し、福島県社会福祉

協議会が実施する｢福祉サービス第三者評価｣を受審いたします。

身元引受人の皆様には、アンケートにご協力いただく等、お手数を

おかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

　なお、１２月と１月に、当ホームにおいて訪問調査が行われ、評価

結果は同協議会ホームページにて公表されます。

　10月21日日曜日、熱海中

学校の文化祭に出かけ、合唱

祭を鑑賞してきました。

　各クラス毎に課題曲と自由

曲が披露され、澄んだ歌声

に、皆さん｢うまいねぇ。｣と

感心していました。

　また、一人では難しいこともチーム内で助け合い、考

え、一歩一歩確実に目標に向かい、職員が楽しく明るく仕

事をすることで、利用者の皆さんの笑顔が多く見られるよ

うに、頑張っています。

　お気づきの点等がございましたら、いつでもお気軽にお

声かけください。

　皆さん、こんにちは。南棟フルーツグループを紹介しま

す。

　私たちは11名の担当職員で、利用者の皆さんに、楽しく

安心・安全な生活を送っていただけるよう、日々努力して

います。

７日・ ２１日（水） 生け花クラブ

　また中央棟の皆さんは、

熱海町の｢鮨処わかさや｣

さんから、出前をとりまし

た。

　皆さん、｢おいしいしか

言葉が出てこない。｣と、

笑顔でお話していました。


